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関市小屋名の崩止経塚について
～岐阜県博物館自然観察のこみち見晴らし台1で採集された資料～

小野木学＊・長屋幸二＊＊

‘‘KuzushiKyozuka’’，Sutra mOunds at Oyanain SekiCity

～Collected materials at observatory－l on the observation trailaround Gifu Prefecturalmuseum～

Manabu ONOGI，Koji NAGAYA

はじめに

この経塚は、関市小屋名小字小洞（こぼら）と小字崩

止（くずし）をまたぐ山塊の小高い頂部に所在した。現

在は岐阜県博物館自然観察のこみちの見晴らし台1とな

り遺構は残っていないが、付近で採集された資料から経

塚が存在していたことが確認された。未報告のため小字

名をとって崩止経塚と称し、今回報告することとする。

なお、1・2・3の項は長屋が、4の項は小野木が執筆

を担当した。

1，報告までの経緯

今回紹介する資料は、岐阜県博物館の第1収蔵庫にコ

ンテナに納められ保管されていたものである。コンテナ

に入れられていたメモによると、「昭和51年（1976年）

8月22日、自然観察のこみち見晴らし台1付近において

13点の陶器片を採集。採集者は副館長の知人で中学校の

先生」とある。当館が開館したのは昭和51年5月5日で

あり、自然観察のこみちも同時に開放されている。採集

時期は自然観察のこみちおよび見晴らし台1が造成され

て間もない頃であった。当時の副館長はすでに故人であ

り、採集者、採集時の状況などについては明らかにする

ことができないが、見晴らし台1や自然観察のこみちを

造成した際に遺構が破壊され資料が散布したものである

と考えられる。

それから6年後の昭和57年（1982年）8月19日には、

当時の考古担当学芸員によって見晴らし台1の略測図が

作成されている（第2図）注1。この頃にも陶器片を採集

することが可能であり、プロットされている採集地点か

ら見晴台全体に散らばっていた状況が見てとれる。この

時、偶然地中に刀子があることも確認されたが、刀子は

採集されなかった。

また、川原石がちらほら顔を出しているが、この山の

基盤は砂岩とチャート岩の岩盤であり、川原石は人為的

に持ち込まれたものである。自然観察のこみちには道筋

に岩石標本がいくらか設置されているが、これらの川原

石は見晴らし台1斜面の人目に付かないところにも見ら

れることから岩石標本とは考えられない。また、百年公

園内の山の斜面や谷部には砂防、耕地化、植林などの目

的で石組みが築かれている箇所がいくらかあるが、見晴

らし台は山の頂部にあり、斜面に残るこれらの痕跡であ

る可能性も低い。やはり経塚に伴うものと考えるのが妥

当であろう。

他にも、数点の川原石に囲まれるようにして焼土の存

在が図中に記載されているが、炭化物の有無など焼土の

詳細は明らかではない。周辺の土壌は風化砂岩起源の砂

質土と赤土がまだらに混じり、赤土部分は焼けて赤化し

た土のようにも見える。現在は焼土・炭化物とも確認で

きない。

その後、しばらくは当資料に対する評価がなされるこ

とはなかったが、平成15年（2003年）2月、経塚データ

ベース作成注2のための調査をしていた（財）岐阜県文化財

保護センター（現（財）岐阜県教育文化財団文化財保護セ

ンター）小野木学により当資料が図化された。

2，遺跡の現状

崩止経塚は北緯350　28′　32〝、東経1360　52′15〝、

標高97mの崩止山頂部に位置する。現在は見晴らし台1

として削平され、llmX7mほどの平坦地となっている。

見晴らし台の中央にコンクリート製のテーブルと4基の

ストール、西側に2基のコンクリート製背なしベンチが

置かれている。所々に川原石が散見されるが、位置は昭

和57年の略測図とは異なっている。陶器片もわずかに採

集される。筆者も中央テーブルの北50－80cmの地点で

数点の陶器片を採集した。遺物の散布が確認されている

のみであり、遺構の構造などは不明である。

経塚のあった見晴らし台1は、北・西方の眺望に優れ

ている。近くは闇市小屋名・上白金・岐阜市三輪の集落

を水田地帯の中に見下ろし、彼方にはほぼ西に伊吹山、

＊（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センター　＊＊岐阜県博物館



2 小野木　学・長屋幸二

北西に冠山・能郷白山、ほぼ北に高賀山などを望むこと　　3，遺跡の環境

ができる。現在は雑木に遮られているが、これがなけれ　　　弧を描くように曲流する津供用が山塊にあたっている

ば北東に御嶽山なども望むことができる（第5図）。　　　ところが崩止である。このすぐ下流の左岸にも、漢字を

変えて「関市山田久寿志」の地名が見える。この山塊の

北・西側は急斜面であるが、東側は緩やかで広い谷によっへ‾ミ＼1．、手品笠、＼逮藷琴≡詳喜三雲一・軽重；拳；‘′，′′／′十 人’、1、、㍍、否、．つi憶霊室艶∴三‡＿ミミ寒芸 義範 工事了∴∴∴＼∴一∴ニー I 農一・語：之三偽り で・I I 縄議童画鞘軸’′有事 ／ ．’l・‘”‘ ／員 l： I 

第1図　崩止経塚とその周辺　　　　　　　　　　　scale l：2，500



3

＼－くす－＿

重出出産諒勘 ������

寸一　山管垂直博 囘ｹtﾈ��w��X��6ﾗF綿�H6ﾒ� 

l　　　I ��

竜 ��h����h�h�����8����辷�X��(B�t J｝ 

葺等 ��ｲ�

第2図　見晴台1略図（原図を50％縮小）
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4 小野木

て枝状に刻まれる。谷部の小字は小洞といい、岐阜県博

物館・百寿の塔・噴水ひろばなどになっている。谷筋に

は、かつて水田とした狭小な平坦地が散在している。小

洞の束の山が小字花ノ木、花ノ木の北側に広がる水田地

帯が小字砂田である。

17世紀頃までは、砂田や津供用対岸の束屋敷・西屋敷

に集落が営まれていた。崩止山から北西に400mほど離

れた津供用対岸の西屋敷には白山神社があったが、宝永

2年（1705年）、もしくは寛永2年（1625年）に小屋名

新屋敷の春日神社に移転・合祀されている。砂田にも寺

社が置かれていたと伝えられる（亀山1988）。

現在、花ノ木山の尾根北側先端に秋葉神社、御嶽神社、

束麓に天神神社、七社神社（小屋名では向山の権現様と

も呼んでいる）などが見え、正月には小屋名集落の人々

が初詣に訪れる。また、天神神社脇には2基の五輪塔が

並んでいる（第1図）。

一方、崩止山には神社などは見られない。寺社にかか

わる伝承も見あたらない。ただ、尾根東端でお盆の精霊

送りの松明が焚かれていた（チンチンカカと呼ばれる。

現在は行われず、代わりに津供用の川原で花火を打ち上

げている）が、これも崩止山が集落に面していた山であっ

た以上の理由はないようである。送り火のため山を登る

際には、道の緩やかな小洞を経由するのではなく、北側

の急斜面を苦労して登ったということである。

4。遺物

採集された遺物は合計63点である（点数は接合後の破

片数を示す。以下同様）。その内訳は美濃須衛型自愛系

陶器36点、束濃型自愛系陶器14点、自愛（産地不明）6点、

中国磁器（青白磁1点、青磁1点）2点、瀬戸美濃（連房）

1点、縄文土器3点、不明1点である注3。美濃須衛型自

愛系陶器は椀、皿、小杯、経筒、経筒蓋、経筒外容器、

経筒外容器蓋などの器種があり、束濃型自愛系陶器は椀、

皿のみである。自愛は椀と小壷、瓶類の破片である。

以下、図化した遺物の説明をする。7は中国産の青白

磁、8－11・18は自愛、15－17は束濃型白姿系陶器、そ

れ以外は美濃須衛型自愛系陶器である。1－3は経筒で

ある。体部外面に2条一組の沈線が2段以上に施され、

口縁部はわずかに外傾して面取りされる。4－6は経筒

蓋である。4は鉦部に近い破片で、5は口縁部に近い破

片であるため、天井部外面には2－3条一組の沈線が2

段以上に施されていたといえる。6の口縁端部は丸く仕

上げられている。7は平形合子蓋である。口頭部外面に

縦方向の沈線、天井部外面に一花を配した菊花文が施さ

れている。8・9は小瓶である。8は口縁端部にわずか

学・長屋幸二

に外傾する縁帯をもつ。10・11は小壷である。10は口縁

端部が外側に折り返されており、11は底部が厚い。12は

経筒外容器蓋である。口縁部内面は回転ナデにより大き

く窪み、胎土は須恵質である。13・14は経筒外容器であ

る。13は須恵質であり、14は平底でやや焼成不良である。

15－17は椀で、15・16は口径から判断して大畑大洞4号

窯式、17は底部形態から白土原1号窯式に属する。18は

皿であり、高台は断面三角形を呈する。19は小杯である。

底部はわずかに突出し、口縁部は外反気味である。

経筒や経筒外容器、青白磁合子蓋は明らかに経塚に伴

う遺物であり、経筒片が最低でも2個体認められること

から、経塚は2基以上存在していたと思われる。経塚の

年代は、青白磁合子蓋（7）や美濃須衛型自愛系陶器の小

杯（19）から判断して、12世紀～13世紀前半に属するとい

える。しかし、白姿が幾つか採集されていることから、

やや時期が遡る可能性もある。束濃型自愛系陶器はいず

れも13世紀後半以降に属し、青磁椀は外面に鏑達弁文を

有する破片であることから、同様に13世紀後半以降の年

代観が与えられる。そのため、経塚造営以後も、この地

に人々の往来があったことは間違いない。

出土遺物のうち、美濃須衛型自愛系陶器が最も多いこ

とは関市洞雲戸遺跡の経塚群と類似する部。それ以外で

も、美濃加茂市十二社神社経塚、垂井町伊冨岐神社経塚、

久瀬村大河原経塚などの経塚で美濃須衛型白姿系陶器が

確認されている注5ことから、美濃地方の経塚には美濃須

衛窯で焼成された器種が一定量供給されていた可能性が

指摘できる。

注1図の左上にS57．8．19、右下にS58．8．19の日付がある

が、資料が納められているコンテナには昭和57年8

月19日付けのメモがある。

注2　国立歴史民俗博物館「考古学資料の情報集成的研

究」事業

注3　採集遺物のうち、いわゆる「山茶碗」の産地がす

べて識別できたので、遺物の名称を「美濃須衛型自

愛系陶器」・「束濃型白姿系陶器」とした。そのため、

いわゆる「灰粕陶器」を「白姿」と表現した。

注4（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センター2003

『平成14年度年報』

注5　これらの経塚の遺物はすべて実見し、美濃須衛型

自愛系陶器が使用されていることを確認した。
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表1遺物観察表
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1 儖ﾉEｩ�ｸ��ﾅ��I(��ﾆ�:舒ﾒ�経筒身 倡9W｢�口縁部内外面横ナデ �.(.)�X��ﾆ��ﾖﾘ決屬�,ﾉ+y��/�.ﾘ+�*�,亊ﾂ�-��灰白色 （10Y8／1） ��

2 儖ﾉEｩ�ｸ��ﾅ��経筒身 ����(�CH�｢�体部外面横方向の板ナデ �.(.)�X��ﾆ�&ﾖﾘ決屬����������8�"�灰白色 舒ﾙlｨ*ｨ+H.x,(*ﾒ�
二王三 自愛系陶器 凵| ��������(���������"��ﾉYI>�{ﾈ��6�6b�の長石をわずかに含 む ��度�CU度����｢�

3 儖ﾉEｩ�ｸ��ﾅ��齪芥ﾆ�:舒ﾒ�経筒身 ��体部外面砂粒が動く 横方向の板ナデ、内面横ナ デ �.(.)�X��ﾆ�6ﾖﾘ決屬�,ﾉ+y��/�ｯH,(*亊ﾈ-��灰白色 （2．5Y8／1） �(,i:�ｨﾌY�ﾈ,ﾈ�)Eﾉ�ｸ*ｨ*�.��

4 儖ﾉEｩ�ｸ��ﾅ��I(��ﾆ�:舒ﾒ�経筒蓋 ��天上部内外面回転ナデ �.(.)�X��ﾆ�Vﾖﾘ決屬�,ﾉ+y��/�ｯH,(*亊ﾈ-��灰白色 （2．5Y7／1） ��I�ｸ,ﾙ&il･h鬨ﾆ�/�.h+x.��

5 儖ﾉEｩ�ｸ��ﾅ��I(��ﾆ�:舒ﾒ�経筒蓋 ��天上部内外面回転ナデ 冕x��ﾆ��ﾖﾘ決岑,ﾉ+r������阯�/�ｯH,(*亊ﾂ�-��灰白色 （5Y7／1） �>�lｨ岔%ｹYH*ｨ.ﾘ+�*�,�ｨ-�+ﾘ-��ﾏｸ傚YH,ﾈｽ�*(見'X,�*�.��

6 儖ﾉEｩ�ｸ��ﾅ��I(��ﾆ�:舒ﾒ�経筒蓋 ��口縁部内外面横ナデ、天井 部外面砂粒が動く程度の横 方向の板ナデ 冕x��ﾆ��ﾖﾘ決岑,ﾉ+r���/�ｯH,(*亊ﾈ-��灰白色 （Y8／1） �.(.)�ｸﾆ(��

7 ��)I(鶻�平形 合子蓋 ��天井部一口縁部内外面回転 ナデ 冕r�浅黄橙色 （10YR8／4） 佰ｸﾇｩYH､�ｨ,偬9_ｸﾏﾈ,ﾉ�I�ｸ��5b�鯖YH､�ｨ,�ｨ扎/�Gｨ+X+ﾘｶX扞[h���ﾏｸ傚YH*�.y>�lｩ����

8 僮(���小瓶 ��塗�CH�｢�口縁部内外面回転ナデ 冕x��ﾆ��ﾖﾘ決岑,ﾉ+r���/�ｯH,(*亊ﾈ-��浅黄橙色 （10YR8／3） 丶�ｨ,俾��)IHﾗ隍B�

9 俾�B�小瓶 ��頚部内外面回転ナデ �.(.)�X��ﾆ��ﾖﾘ決屬�,ﾈ捧^ｨ/�.ﾘ+�*�,亊ﾂ�-��黄橙色 （10YR8／6） 丶�ｨ,丶IIB�

10 俾�B�小壷 ��店�C��｢�口縁端部内外面回転ナデ �.(.)�X��ﾆ��ﾖﾘ決屬����������8�"�にぷい昔橙色 佗ｩYI>�lｨ,�()[9WI(X��>�､�ｨ,��
－ �����ﾏｸ�����������"�ﾏｸ傚%ｹYH､�ｩ�ﾈ.云H+R�の長石をわずかに含 む ��������ﾈ��������#x��8�｢�炭粕　　…、 

11 俾�B�小壷 ��滴�Ch�｢�体部外面板状工具による板 ナデ後、回転ナデ、他は回 転ナデ �.(.)�X��ﾆ��ﾖﾘ決屬�,ﾉ+y��/�.ﾘ+�*�,亊ﾂ�-��灰黄色 （2．5Y7／2） 丶�ｨ,丶IIB�

12 儖ﾉEｩ�ｸ��ﾅ��外容器 ���#X�C��｢�天井部外面上方回転へラ削 ��X��ﾆ�Vﾖﾘ決岑,ﾉ+r����X�ｸ58�ｲ�灰白色 �.(.)�ｸﾆ(���ﾏｸ傚YI>�lｨ,ﾙ�X*ｲ�
自愛系陶器 丼r�－ �.����ﾈ,ﾘ��5ﾘ6�6b�石、石英、雲母を幾 つか含む ������#x����｢�く凹む 

13 14 15 16 17 18 19 儖ﾉEｩ�ｸ��ﾅ��外容器 ��体部外面板状工具による横 ナデ後、回転ナデ、内面回 転ナデ �.(.)�X��ﾆ�Fﾖﾘ決屬�+y�����阯�/�.ﾘ+�*��,亊ﾈ-��淡黄色 ��ﾉYH､�ｨ,��8*(ﾖ�*�.���ｿIJﾙ4��
白姿系陶器 ��r�劍��(�CU嶋�紿�｢�なものの可能性が高い 外面に窯糞付着 低部内面平滑 須恵質で、器面がざらつく 

美濃須衛型 自姿系陶器 東濃刑 丶�Xｮﾒ��r����������萪�揵GB�（25．4） （14．0） �.ｩYH､�ｩ+)�餮9k���>�lｨ���5ﾘ6�6b��ﾉYH耳ﾏｸ傚YI>�､�ｨ��5ﾘ6��やや粗、径2mm以下 やや粗、径1mm以下 　℡ 丶H囮�b���(�CU度��(�｢�､II)�b�

二王三 自愛系陶器 凵| �6b�の長石をわずかに白 む ���(�CU嶋��(�｢�
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第5図　経塚からの眺望（カシミール3Dにより作成）


